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第３９０回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年７月２５日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ７人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

    德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

    大久保千春 委員    本宮 宏美 委員 

     迫  一成 委員         

 会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 
常務取締役      増子  隆 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
合評番組プロデューサー          柳井宏治郎 
事務局             道場拓哉  坂上 寿史 
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４ 議 題 

１） 番組合評 

「ドキュメント新潟 彼女ががんを発信するワケ」  

   (２０２２年６月１９日（日）１６:５５～１７:２５放送）  

 

２）会社報告 

① ６月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

② 訂正放送、取り消し放送の有無 （報告：番組審議会事務局） 

③ 講じた措置、議事概要の公表    （報告：番組審議会事務局） 

 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

   会社側からは、「ディレクターを担当した斎藤久美子キャスターが 

５年間取材を続けたものを番組化するにあたってこだわったことが 

『何を伝えるか』ということ。『ガンの闘病記』ではなく『ガンを 

発信する』ことを今回テーマにしたのは、取材対象者の谷藤さんの 

『知らないよりも知っておいた方がいい』という言葉が強く引っか 

かっていたからだった。見た人にいかに『自分事』と思ってもらえ 

るか、『知っておいた方がいい』この言葉を具現化することが大事 

ではないかと考えた。そのために、ＡＹＡ世代の恋愛をしている女 

性や、谷藤さんの行動を通して影響を受けたギャラリーの人、下着 

のバイヤーなどもしっかり盛り込んだ。また、うわべだけの話には 

したくなかったため、取材対象者と信頼関係を築いたからこそ話し 

てくれた本音も伝えたいと考えた。一人でも多くの人が『次の休み 

の日には検診行ってみよう』などと思ってもらえればいいなと思い 

制作した。」という趣旨の説明があった。 
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（委員の意見） 

●時代と共に医療や考え方も進歩、変化するものなので、定期的に今の 
状況や捉えられ方、選択枝や可能性などを知っておくのは大事なことだ

と改めて感じた。 
●等身大の言葉や映像には説得力があると改めて感じ、テレビ番組の力

のひとつだと思った。 

●新型コロナウイルスの拡大や戦争が起きるなど、死に向き合うことが

多く不安が尽きない中で、ガンについて受け止める余裕がなかった。 

●取材対象者と信頼関係を築いて、寄り添った取材をしているという姿

勢がよくわかるいい番組だった。 

●ガンを発信することで誰かの役に立つ、自分の人生の主人公として生

きているということが伝わってきた。 

●谷藤さんが下着をプロデュースしたり、ウィッグパーティーを開催し

たり、写真展を開いたりとすごい活動をしているのに、とても自然体

で強い人だと感じた。 

●番組の最初で登場する人物の過去や現在が出てきたため、この人はど

の人なのかわかりにくかった。 

●ＡＹＡ世代という言葉は年齢で括っているだけで、個人は個人ではな

いかという気持ちもあり、そのあたりの扱い方が難しいと感じた。 

●プライベートな場面に入って本音が出るような会話をするのは難しい

ことだと思う。重いテーマのドキュメントだったが、自然な会話や表

情が撮れていたので引き込まれて見ることができた。 

●腹を括って生きている人を見せてもらい、こちらもピリッとした気持

ちになった。 

●５０歳になる前のステージ４の方を取り上げられたことがすごいと思

った。 

●闘病をひと通り終えて復帰されている方の生きている証をみんなに知

ってもらっているところが優れた番組だった。 
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６ 会社側の報告 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

 ６月……１６６件 

  

２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年６月２７日) から、  

昨日(２０２２年７月２４日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

１） 前回第３８９回審議会では「ロッチ×ＮＧＴ４８のアイドルっ

てなんだ？」を審議いただき、委員の意見は議事概要にて記者、

制作スタッフ、社内に周知しました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに共有しました。 

 

８ 今回の第３９０回放送番組審議会の公表 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 

２)  当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

・第３８９回番組審議会議事録 

・６月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２４０） 

・民間放送新聞（２２０５号） 

以上 


